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近年、構造化された光、つまり振幅や偏光の空間的変化が特定の役割のために設計されている

光への注目が集まっている [1]. 特に，ポアンカレ球上の全偏光状態をビーム断面に投影したフル

ポアンカレビーム(光スキルミオン)は、磁気スキルミオンなどのシミュレーター [2] や光量子ス

ピンホール効果 [3] などの多くの基礎研究がなされている。 

われわれは，単一行路自己参照干渉法を用いることで、自由空間でトポロジカルチャージやス

キルミオン数、さらには、スキルミオンの構造を柔軟かつ簡便に制御可能な光スキルミオン生成

法を開発したので報告する。光学系を図 1 (a)に示す。使用したレーザーは CWグリーンレーザー

(波長 532 nm)である。レーザー光を偏光軸が x軸に対して 45°傾いている直線偏光子を透過し、

反射型空間変調器(SLM)に入射させる。SLM の遅軸を x軸に沿って固定し、x偏光成分のみが 1

次ラゲールガウスモードになるように位相変調する。その後、反射鏡と 1/2 波長板 (HWP)を使用

することによって、レーザー光の偏光を 90°回転させ、同じ SLMに再入射させることで、y偏

光成分のみが径方向ラゲールガウスモードになるように位相変調する。最後に x軸に対して 45°

の 1/4波長板（QWP）を用いて、1次ラゲールガウスモードおよび径方向ラゲールガウスモード

を直交する円偏光に変換してホプフィオン型光スキルミオンを生成した。偏光子による直線偏光

成分を計測すると、偏光子の回転に対して反転して回転する渦状強度分布が得られたことからス

キルミオン構造になっていることがわかる。当日詳しく報告する。 

 
Fig.1. (a) Optical skyrmion generator based on a self-interferometer. P: polarizer, M: mirror, HWP: half-wave plate, QWP: 

quarter-wave plate, PP: phase pattern encoded on SLM. (b) Liner polarization components of optical skyrmion. (c) 

Stokes parameters S1, S2, S3 derived from experimental results. 
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